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 サムライブルーのユニホームを纏った日本代表がカタールで躍動し、日本中が大いに盛り上がったサ

ッカー男子のワールドカップも終わり、寅年の２０２２年もあとわずかとなりました。インフルエンザ

との同時流行が心配されている新型コロナウイルス感染症の第８波も、全国的な感

染者数の増加スピードが少し鈍くなっていますが、これ以上感染が拡大せず、医療

現場が逼迫することなく新年を迎えられることを祈るばかりです。 

今年、勝田小学校では家庭や地域のご理解とご協力をいただきながら感染症対策

を徹底し、子ども達は学習やさまざまな活動に元気に取り組むことができました。

６年生を中心に心を一つに団結し、生き生きと躍動した運動会や、Ⅰ部・Ⅱ部に分

けて開催し、子ども達の成長をみんなで共有したスマイル発表会等の大きな校内行

事、海事研修や修学旅行、社会科見学等の校外行事も予定通り実施することができ

ました。また、日々の授業では、チャイムを守って授業に臨んだり、ペアやグルー

プで考えを伝え合ったりしながら、基礎・基本は勿論、「学習に向かう力」や「思考

力」「判断力」「表現力」等を磨きました。 

いつも温かく見守ってくださった保護者の皆様、ご指導・ご支援いただきました

地域の皆様に、心より感謝申し上げます。教職員一同、７８名の子ども達の笑顔の

ために、そしてさらなる進化のために、これからも精一杯努力してまいります。来

年も、保護者の皆様や地域の皆様の束になった力をお借りしながら、地域に愛され、信頼され、地域に開

かれた学校であり続けたいと思っております。 

今後とも、ご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。新しい年が皆様にとって幸

多き年となりますようお祈りいたします。 

 

１２月１２日（月）、勝田小学校の 1 年生 6 名が、ひまわり園を訪問し、スマ

イル発表会で演じた「大きなかぶ」の劇を後輩たちに披露しました。この訪問は、

ひまわり園の子ども達に小学校の活動を知ってもらったり、近い将来勝田小学校

に入学してくる園児と児童の人間関係づくりをしたりすることを目的に、保小連

携行事として行っています。スマイル発表会では全員が揃わなかったのですが、今回は 6 人全員フルキ

ャストで行うことができました。スマイル発表会から 1 ヶ月以上経っていますが、1 年生は台詞をよく

覚えていて、レベルアップした 2回目の発表会も大成功でした。 

 

学校教育目標 ： 学びをつなぐ 心をつなぐ 未来へつなぐ 勝田っ子の育成 



国の GIGA スクール構想を進める

ために学校で活用しているタブレッ

ト型端末（クロームブック）を家庭学

習にも活用することが2学期末から始まりました。学年の活用能力に応じてタブレ

ットドリルやタイピングに取り組んでいます。これまでペーパーで実施されていた

全国学力学習状況調査も、将来的には端末を操作して解答するようになります。端

末を文房具として使いこなし、学習効率や学習効果を上げることが求められていま

す。端末のカメラ機能やリモート配信機能を上手に使って、情報を発信することが

当たり前の社会がもうすぐそこまで来ています。 

               

健康の増進を図り、体力の向上をめざすとともに、あき

らめないで最後まで頑張る力を育成するために、１１月２

２日から１２月２日まで、朝の活動の１０分間を利用して

「持久走」を行いました。吐く息が白くなる冷気の中を軽

快な音楽に元気をもらいながら、各自自分のペースで走り

ました。毎回、チャレンジカードに周回数を記録しなが

ら、自分の持久力の伸びを確かめました。 

１２月１３日（火）、地域の方々にご指導をいただい

て、５年生がしめ飾り作りを体験しました。初めての人も

いて苦労しましたが、地域の方の熟練の技を見ながら、縄

を綯い、飾りを付けてお正月用のお飾りを作りました。 

２学期もゲストティーチャーの方や多くのボランティア

の皆さんのご協力をいただき、充実した学習や体験活動を

通して学びを深めることができました。改めて、心より感

謝申し上げます。 

３学期もよろしくお願いいたします。 


